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町の人口

6月31日現在

世帯数 2. 9 1 8 
男 6.1 3 8 
女 6.3 5 9 

総人口 1 2. 4 9 2 
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八
月
の
風
物
詩

つ
(
つ
〈
ぽ
、
7
L
の
声
を
き

も
う
八
月
か
ど

感
仁
、
朝
夕
の
風
も
い
(
ぶ
ん

r、
戸」
'め
'
め

涼
し
(
な
っ
た
な
あ
ど
季
節
の

移
り
変
わ
り
の
微
妙
さ
に
お
ど

ろ
{
も
の
で
す
。

暑
い
暑
い
と
い
う
の
も
八
月

一
ば
い
。
家
庭
に
あ
る
人
、
職

場
に
あ
る
人
、
野
良
に
働
(
人

た
ら
、
そ、
7
L
て
目
下
夏
の
休

暇
を
満
喫
し
て
い
る
学
生
、
生

徒
児
童
た
ち
も
充
分
健
康
に
気

を
つ
け
て
友
を
の
り
き
り
た
い

も
の
で
す
。
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六
月
四
定
例
町
議
会
は
二
十

八
日
開
か
れ
第

一
一回閣
E
予
算

三
般
会
剖
)
な
ど
三
判
が
誹

議
さ
れ
ま
し
た
。

⑥
補
正
予
算

術
正
予
算
は
八
束
紙
を
永
久

橋
に
か
け
か
え
す
る
こ
と
、
小

規
筏
治
山
事
業
濁
川
な
ど
が
主

な
も
自
で
す
。

補
正
額
一
千
二
四
一
万
、
今

回
の
補
正
を
入
れ
て
一
般
会
計

は
二
億
四
下
一
七
四
万
円
と
な

愛
媛
大
学
探
検
部
に
よ
る

種

川

鍾

乳

洞

調

査

町
に
突
然
愛
媛
大
学
探
検
部

よ
り
夏
季
活
動
白
一
環
と
し
て

稲
川
純
乳
洞
を
削
在
し
た
い
と

市
出
が
あ
り
関
係
者
を
あ
わ
て

さ
せ
て
い
る
。

館
乳
洞
は
石
灰
岩
白
中
に
で

き
た
洞
穴
で
石
灰
洞
と
も
い
わ

れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
山
口

県
白
秋
芳
洞
、
一
一
仙
知
県
白
竜
河

洞
、
大
分
県
白
風
速
澗
が
有
名

で
あ
る
。

種
川
の
鈍
乳
洞
は
昨
年
発
見

さ
れ
た
も
の
で
、
入
口
は
三
尺

四
方
位
で
澗
内
は
っ
ち
ら
の
よ

う
な
鈍
乳
石
が
下
っ
て
い
る
。
吹

町
で
は
将
米
白
有
担
の
観
光
資
判

諒
と
し
て
開
発
す
ベ
〈
愛
媛
大
槻

学
傑
岐
部
の
別
査
結
果
に
期
待

を
か
け
て
い
る
。

調
査
日
程

八
月
中
旬
よ
り
下
旬
頃

【写
真
H
種
川
鍾
乳
洞
】

り
ま
し
た
。

⑨
畿
会
委
員
会
条
例
の
改
正

従
来
土
木
蚕
日
会
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
述
設
安
H
M会
と
名
称

が
か
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
仕
か
字
削
，
白
修
正
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

⑨
国
保
病
院
使
用
条
例
の
一
部

改
正今

ま
で
病
院
に
て
診
断
告
証

明
書
の
交
付
手
数
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
ロ

-
枚
に
つ
き

旧
料
金

一
0
0円

新

料

金

二

O
O
川

~; て銭安

S へ，
ま

Y 

諸君談E録

郷

土

を

美

し

く

・

朝

の
ひ

と
は
き
運
動

八
A
一
日
か
ら
一
ヶ
月
間
約

締
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
強

制
テ
l
マ
に
夏
の
強
調
月
聞
が

実
肱
さ
れ
ま
す
。

こ
白
運
動
は
明
る
く
住
み
よ

い
今
金
町
を
つ
く
ろ
う
と
す
る

ね
ら
い
で
す
。

運
動
町
内
容
は
広
〈
小
中
学

、"':i#ra
q

i6.動

町
民
相
談
室

J 

下
さ
し
。

町
民
相
談
は
必
ず
ど
返
事

を
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
な

〆

っ
て
い
ま
す
。

d

，
 

r
 sd

 

ご
相
談
に
な
り
た
い
ζ

と

ご
意
見
ご
希
望
を
お
寄
せ

広告訴綴

生
、
町
民
自
参
加
を
ね
が
い
、

住
ま
い
の
市
対
美
化
、
転
湖
、

広
場
、
道
路
白
情
制
な
ど
で
あ

り
ま
す
。
町
内
会
、
衛
生
抱
合

各
種
団
体
、
転
場
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
総
合
的
に
進
め
る
よ

う
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

協
力
下
さ
い
。

13崎
戸部

#"11.， 8"，'冒~31J
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行
政
の
苦
情
は

行
政
相
談
員
に

行
政
に
つ

い
て
の
凶
っ
た

こ
と
、

疑
問
や
、
不
満
は

親
切
に
相
談
に
の
っ
て
く

れ
る
行
政
相
銭
円
以
に
お
巾

一

L
出
下
さ
い
。

今
金
町
の
相
談
員

清

水

正

義

g 
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H

な
が
い

ご
く
ろ
う
さ
ん
H

こ
と

今
金
町
原
種
農
場
な
く
な
る

今
金
原
種
股
場
は
大
正

六
年
か
ら
四
十
八
年
間
試

作
場
や
原
種
出
場
と
し
て

地
元
股
業
に
役
立
て
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
泊
の
極
荷
生
産
体
系
白

戦
仙
の
た
め
閉
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
町
で
諮
り
受
け

出
米
自
行
少
年
教
育
や
地

元
山
車
近
代
化
の
た
め
新

た
に
印
刷
さ
れ
る
-』と
に

る
が
川
ハ
体
的
内
容
は
目
下

川
町
中
で
す
。

〔写
真
H
閉
場
式
】

1， 

あ
ぶ
な
い
、

あ
ぶ
な
い

車
白
地
加
に
よ
り
交
通
引
故

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

交
通
迎
反
を
し
て
も
坪
忌
感

が
な
い
と
こ
ろ
に
事
故
が
減
ら

な
い
原
因
が
ひ
そ
ん
で
お
り
ま

す
。
交
通
逃
反
は
犯
罪
で
、
し

か
も
場
合
に
よ
っ
て
は
人
を
殺

し
て
も
な
ん
ら
兇
悪
犯
邦
と
か

わ
り
あ
り
ま
せ
ゐ
。

ζ

の
こ
と
に
よ
っ
て
関
係
の

な
い
他
人

t
-生
と
り
か
え
し

申
で
き
な
い
不
幸
を
あ
た
え
、

金
銭
で
解
決
す
る
に
と
も
で
き

ま
せ
ゐ
。
道
路
も
よ
く
な
り
自

助
車
咋
の
交
通
量
も
こ
れ
か
ら

ふ
え
ま
す
。

今
企
町
に
は
ふ
年
に
な
っ

て

か
ら
仁
川
月
末
ま
で
七
内
の
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
交
通
事
故
の

シ
ー
ズ
ン
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
事
故
発
生
白

あ
ぶ
な
い
、

な
い
よ
う
交
通
安
全
推
進
委
員

会
、
交
通
安
全
協
会
、
綿
入
会

母
の
会
等
と
協
力
し
て
指
導
に

あ
た
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
ご

協
力
下
さ
い
。

叉
最
近
自
動
車
、
パ
イ
タ
等

白
整
備
不
良
車
が
多
く
見
受
け

ま
す
。
交
通
安
全
は
ま
ず
車
の

整
備
か
ら
で
す
か
ら
、
修
理
し

て
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

、。し
交
通
巡
反
を
一訓
べ
ま
す
と
法

規
を
知
ら
な
い
で
犯
し
た
も
白

が
多
い
の
で
、
も
う
一

度
交
通

法
規
を
勉
強
ね
が
い
ま
す
。

歩
行
者
に
つ
い
て
も
右
側
の

は
し
を
歩
い
て
横
断
は
左
右
を

た
し
か
め
て
ま
っ
す
ぐ
歩
き
、

斜
め
の
納
断
を
し
な
い
よ
う
に

事
故
の
起
ら
な
い
よ
う
に
つ
と

め
て
下
さ
い
。

〔今
金
野
郎
派
出
所
〕

8
月
の
水
田
作
業

ー
、
幼
刷
由
形
成
期
か
ら
止
盟
袖

山
期
ま
で
は
探
ホ
捌
胞
を
し
て

幼
胞
を
低
極
か
ら
ま
も
り
、
不

捻
料

品
ア
ン
ド
ン
V

を
世
な
く

し
な
け
れ
ば
な
‘コ
な
い
が
、
止

一
柴
が
出
揃
っ
た
ら
桟
水
に
す
る

こ
と
。

2
、
水
田
が
ぶ
く
ぶ
く
わ
い
て

い
る
と
ζ

ろ、

下
悼
が
枯
れ
卜

が
る
と
こ
ろ
、
倒
伏
の
お
そ
れ

の
あ
る
と
こ
る
は
、
中
干

pm

に
ひ
び
わ
れ
の
で
き
な
レ
程
度

〉
を
し
、
山
仙
山
側
北
聞
に
は
再

び
水
を
人
れ
る
が
深
水
の
必
盟

は
な
い
。

3
、
分
胞
、
幼
胞
形
成
則
一
週

間
後
か
ら
止
必
州
出
(
同
筋
位

)
ま
で
の
聞
に
行
う
が
、
反
則

の
天
候
か
ら
み
て
分
胞
を
す
る

場
合
は
指
噂
白
に
相
談
す
る
こ

ルコ
4
、
病
市
川
虫
防
除

①
ズ
イ
ム
ジ
の
防
除

7
月
下
旬
に
ガ
を
中
心
に
し

た
防
除
を
笑
胞
し
て
い
る
が
、

第

2
回
の
防
除
は

7
月
末
か
ら

3
月
始
め
に
か
け
有
機
燐
製
剤

の
散
布
を
行
う
こ
と。

B
月
中
旬
以
後
発
生
す
る
自

他

門
ズ
イ
ム
シ
が
入
り
白
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
)
川
山
の

根
か
ら
刈
取
り
プ
イ
ム
シ
の
分

散
を
附
く
こ
と
。

②
い
も
ち
病
の
防
除

ァ、

山
総
直
前
田
己
ろ

ィ
、
Mm
首
が
出
揃
っ
た
頃
(
出

耐
柑
後
マ

l
m日
頃
)

プ
ラ
ヱ
ス
剤
、

有
機
水
銀
剤

の
散
布
を
行
う
こ
と
。

い
も
ち
問問
と
ズ
イ
ム
シ
白
同

時
防
除
の
場
合
は
、
有
機
燐
剤

混
合
的
ズ
ラ
ヱ
ス
剤
文
は
有
機

水
銀
剤
を
使
用
す
る
こ
と
。

今
金
地
区
政
業
改
良
普
及
所

人

物

往

来

六

月一
回
目
道
安
都
企
岡
部
長
官

内
視
察
の
た
め

三
回
目
桧
山
支
庁
秘
れ
骨
産

業
課
長
挨
拶
白
た
め

九
日
日
北
竜
町
産
業
課
長
調

察
の
た
め

十
九
日

u
N
H
K
函
館
放
送
闘

部
長
渡
辺

一
男
花
石

メ
ノ
ウ
取
材
の
た
め

富
山
県
石
勤
高
校
生

北
海
道
実
習
荒
木
先

生
外
三
十
四
名

二
十
四
日
目
商
館
開
発
池
設
部

u

笠
羽
事
務
長
管
内
市

的
観
察
由
た
め

二
十
五
日
H
日
航
桧
山
支
庁
長

選
世
申
啓
H
X
白
た
め

※ 

、0/

mR 

、.，
F次

※ 
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一
、
主
催

北

海

道

日
本
赤
十
字
社
北
海
道

支
部

二
、
協
力
北
海
道
大
学
医
学

部
附
属
病
院

公
共
転
業
安
定
所

補
装
共
製
作
業
者

三
、
期
白

昭
和
四
十
年
八
月

十
九
日

受
付
時
間
自
午
前
九
時

主
午
後
二
時

実
施
場
所
岳
民
館

四、

診
療
並
び
に
更
生
相
談
の

範
囲

①
身
体
陣
容
者
手
帳
を
持
っ

て

い
る
入
、
文
は
持
っ
て
い
な

く
と
も
身
体
に
次
白
よ
う
な

陣
容
白
あ
石
人
(
内
臓
障
啓

は
除
く
)

⑩
手
、
足
、
体

的
、
手
足
が
不
自
由
で
入
手
を

か
り
た
り
、
義
手
、
義
足、

~ 

〕
、
眼
が
不
自
由
な
人

⑨
耳

耳
が
遣
い
人
(
難
隠
)

耳
が
問
え
な
い
人
(
聾
)

②
年
令
H
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。

@
身
体
障
害
者
や
戦
傷
病
者
の

う
ち
で
、
更
生
医
療
や
柿
装

具
の
給
付
又
は
修
理
を
受
け

ま
宇
。

@
一
障
害
年
金
、
公
務
傷
病
恩
給

の
未
舗
求
白
人
で
鮪
求
し
た

い
人
は
裁
定
時
よ
り
現
在
霊

く
な
っ
た
人
。

⑤
附
添
H
目
、
耳
目
ひ
ど
く
不

自
由
な
方
及
び
子
供
に
は
附

装
兵
が
な
け
れ
ば
仕
事
白
出
添
を
つ
け
て
下
さ
い
。

来
な
い
人
。

玉、

診
療
並
び
に
更
生
相
談
の

刷

、

小

児

麻

抑

の

よ

う

な

神

経

目

的

白
病
気
で
手
足
や
休
の
自
由
①
前
記
の
よ
う
'な
障
害
白
あ
る

が
き
か
な
い
人
。

方
を
医
学
的
に
詳
し
く
検
査
し

州
、
胸
か
く
成
形
手
術
を
行
っ
て
、
な
お
る
見
込
が
あ
る
か
な

た
人
で
、
ロ
y
m汁
日

本

以

上

い

か

、
陣
容
が
現
在
よ
り
も
布
市

(
第
一
ロ

γ
官
官
合
む
場
合
く
な
る
よ
弓
な
こ
と
が
な
い
か

は
5
本
以
上
)
切
除
し、

2

文
い
ろ
い
ろ
田
柄
装
具
(
義
手

キ
ロ
以
上
歩
行
出
来
な
い
人
説
足
、
補
聴
器
、
装
只
等
)
で

⑨
眼

限
が
見
え
な
い
人

(

盲

不

自

由

を

助

け

る
ζ

と
が
で
き

可

愛

い

赤

ち

ゃ

ん

の

た

め

に

検
診
を
う
け
て
下
さ

母
子
保
健
法
の
関
係
で
一
時
い
。

備
考

乳
幼
児
以
外

中
止
し
て
お
り
ま
し
た
が、

今

の

3
才
児
、
家
族
計
商
、

7
ル

金
保
健
所
が
次
の
よ
う
に

実

施

病

、
股
関
節
検
診
等
に
つ
い
て

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

は

別

途
協
議
白
上
実
施
白
予
定

身

体

障

害

者

の

福

音

無
料
巡
回
診
療
更
生
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す

備

v 

る
か
ど
う
か
を
診
察
す
る
の
で

す
例
え
ば
体
が
不
自
由
な
人
で

義
手
、
後
足
、
装
具
を
つ
け
れ

ば
も
っ
と
動
く
こ
と
が
で
き
る

と
か
、
義
手
、
義
足
、
装
具
を

使
っ
て
い
る
人
に
は
、
そ
の
只

告
を
み
た
り
、
新
し
く
造
っ
た

り
、
文
は
眼
目
惑
い
方
で
も
手

術
す
れ
ば
見
え
る
よ
う
に
な
る

か
ど
う
一
か
。

耳
目
問
え
な
い
人
は
オ

I
ジ

オ
メ
タ
ー
と
い
う
新
し
い
精

智
織
械
で
耳
目
闘
え
方
を
く
わ

し
く
別
ベ
て
聞
え
る
よ
う
に
な

る
か
ど
う
か
等
を
、
北
海
道
大

学
及
び
札
幌
医
科
大
学
各
附
属

病
院
白
披
形
外
科
、
問
科
、
耳

鼻
咽
喉
科
目
専
門
の
先
生
が
色

々
な
機
械
器
兵
を
持
っ
て
来
て

検
査
を
し
て
指
導
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す。

な
お
、
道
、
支
庁
、
企
共
転

業
安
定
所
か
ら
も
係
員
が
き
て

ど
ん
な
身
上
相
般
に
で
も
の
っ

て
下
さ
い
ま
す
ロ

生
活
自
問
題
、
就

E
D問
題

，
等
で
お

B

困
り
四
方
は
、
よ
い
機

会
で
す
か
ら
気
安
く
御
相
談
に

お
山
儲
け
下
さ
い
。

②
身
体
障
答
者
、
戦
傷
病
者
で

陣
容
の
あ
る
箇
所
白
再
手
術
又

は
そ
白
他
自
治
政
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
現
在
よ
り
も
な
お
日

常
生
活
と
転
換
能
力
が
向
上
す

る
と
認
め
ら
れ
ま
す
場
合
は
、

困
が
指
定
し
た
病
院
で
治
依
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
は
無
料
で
一

般
身

体
障
害
者
は
財
力
也
な
い
者
は

無
料
で
す
が
、
財
力
の
あ
る
者

四
十
才
以
上
の
方
う
け
て
み
ま
せ
ん
か

同
氏
鎚
版
保
険
者
を
対
象
に
一
万
二
千
円
の
二
割
に
当
た
る

短
期
人
削
ド
ッ
ク
の
申
込
を
受
二
千
四
百
円
を
受
検
当
日
国
保

け
つ
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
定
病
院
の
窓
口
に
納
入
す
る
ζ

と

良
よ
り
若
干
余
裕
が
あ
り
ま
す
三
、
検
査
に
つ

い
て

白
で
追
加
募
集
を
し
て
お
り
ま

刊
一
人
三
十
六
時
間
検
査
で
制

す
か
ら
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込

日
朝
入
院
、
第
二
目
白
夕
刻

ん
で
下
さ
い
。

退

院

て

申

込
資
格
の
あ
る
方
は
、

同
携
行
口
聞
は
、
洗
面
兵
等
の
み

今
金
町
国
民
健
康
保
険
白
被
保
付
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

国

険
者
で
申
込
年
令
制
昌
才
以
上

民
健
康
保
険
係
に
お
問
い
合

目
男
主
で
あ
る
こ
と。

せ
下
さ
い
。

二
、
畳
検
費
用
と
し
て
総
経
費

同

は
そ
れ
に
応
じ
て
費
用
回
}
部

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す。

@
戦
傷
病
者
に
対
す
る
舗
装
具

は
無
料
で
交
付
(
修
部
)
が
受

け
ら
れ
ま
す。

@
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
な
い
人
で
相
談
に
こ
ら
れ
る

方
は
印
鑑
を
御
持
容
下
さ
い
。

⑤
一
切
由
経
質
は
負
但
し
ま
す

の
で
無
料
で
す。

な
お
不
明
白
占
は
支
庁
又
は
町

村
役
場
へ
お
問
告
わ
ぜ
下
さ
い

自
衛
官
募
集

若
人
の
皆
様
目
保
障
さ
れ
た
将

来
、
恵
ま
れ
た
待
迎
、
盟
官

な
資
格
免
許
白
取
得
で
き
る

自
衛
隊
へ
。

初
任
給
H

一
二
、
八
O
O円

受

付

H
随
時
受
付
く
わ
し

く
は
分
駐
所
文
は
役
場
へ


